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ソ
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ア

ム

　産学官連携で建設現場の生産性向上へ――。国土交通省は、「i-Construction 推

進コンソーシアム」を今年１月末に発足し、ＩｏＴ・人工知能（ＡＩ）などの革新

的技術の現場導入、３次元データ活用に向けた取組みをスタートさせている。コン

ソーシアム会員は一般公募した民間企業、有識者、行政機関などで構成。発足当時

４５８者だった登録会員は６月時点で７３０者に増加。技術開発・導入ＷＧ、３次

元データ流通・利活用ＷＧ、海外標準ＷＧの３つのワーキンググループを設置、生

産性が高く魅力的な新しい建設現場の創出を目指し、検討を進めている。

　コンソーシアムの会長は小宮山宏三菱総合研究所理事長、副会長は宮本洋一日本

建設業連合会副会長・土木本部部長が就任している。コンソーシアムの活動は、最

先端技術の現場導入に向けた新技術の発掘、プラットフォームを生かした３次元デ

ータ活用、i-Constructionの海外展開の整備を通じ、働き方改革と生産性革命の実

現を見据える。

　
技
術
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
で
は
、
最
新

技
術
の
現
場
導
入
の
た
め
の
新
技
術
発

掘
や
企
業
間
連
携
の
促
進
方
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、
現
場

ニ
ー
ズ
と
技
術
シ
ー
ズ
の
抽
出
と
ニ
ー

ズ
・
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
企

業
間
連
携
の
場
の
提
供
、
国
な
ど
が
指

定
す
る
テ
ー
マ
に
基
づ
く
技
術
開
発
、

現
場
試
行
導
入
や
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
活
用

な
ど
に
よ
る
有
用
技
術
の
普
及
拡
大
、

社
会
実
装
に
向
け
た
制
度
基
準
の
課
題

・
対
応
の
整
理
。

　
行
政
ニ
ー
ズ
や
現
場
ニ
ー
ズ
、
技
術

ニ
ー
ズ
を
抽
出
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
今
春
実

施
を
経
て
、
４
月

20日
に
ニ
ー
ズ
説
明

会
、
５
月
末
に
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ニ
ー
ズ
側

か
ら
１
７
０
０
件
、
シ
ー
ズ
側
か
ら
２

０
０
件
超
の
提
案
が
あ
っ
た
。
ニ
ー
ズ

説
明
会
で
は
、
各
地
方
整
備
局
事
務
所

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
を
中
心
に
代
表

的
な

29件
の
ニ
ー
ズ
を
抽
出
し
提
示
。

画
像
解
析
技
術
（
５
件
）
、
地
下
埋
設

物
等
の
把
握
（
３
件
）
、
構
造
物
点
検

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
３
件
）
、
遠
隔
地

か
ら
の
状
況
把
握
（
２
件
）
、
Ａ
Ｉ
の

活
用
（
５
件
）
、
地
形
、
構
造
物
、
作

業
員
を
識
別
す
る
技
術
（
３
件
）
、
デ

ー
タ
・
ソ
フ
ト
等
の
標
準
化
（
２
件
）、

そ
の
他（
６
件
）
―
―
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
地
下
埋
設
物
等
の
把
握

で
は
、
新
築
工
事
な
ど
に
伴
う
引
き
込

み
管
の
位
置
情
報
が
提
供
さ
れ
る
が

不
正
確
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
地
下
埋
設
物

工
事
の
際
、
作
業
量
が
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の

50分
の
１
に
と
ど
ま
る
手
掘
り
主
体
の

作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
克

服
す
る
た
め
の
現
現
の
ニ
ー
ズ
と
し

て
、
地
下
埋
設
部
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
取

り
付
け
、
路
面
上
か
ら
特
殊
機
械
で
把

握
出
来
る
仕
組
み
の
要
請
が
あ
っ
た

（
近
畿
地
方
整
備
局
姫
路
河
川
国
道
事

務
所
）
。

　
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ニ
ー
ズ
説

明
会
で
提
示
さ
れ
た
現
場
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
シ
ー
ズ
を
は
じ
め
計

13技
術
の

紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。

直
轄
現
場
で
実
装
可
能
な
技
術
に
関
し

て
は
、
入
札
契
約
に
様
々
な
評
価
を
行

う
仕
組
み
を
活
用
し
、
現
場
へ
の
試
行

導
入
を
順
次
進
め
る
運
び
だ
。

　
前
回
の
ニ
ー
ズ
説
明
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
シ
ー
ズ
は
８
件
。
紹
介
さ
れ

た
新
技
術
シ
ー
ズ
お
よ
び
提
案
者
は
以

下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

で
き
る
技
術
（
中
日
本
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
た
作
業

員
の
安
全
管
理
と
生
産
性
向
上
（
日

立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
▽
３
次
元

点
群
デ
ー
タ
表
示
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

〝
LaserMapViewer〟

（
ア
ジ
ア
航

測
）
―
―
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
指
定
テ
ー
マ
に
基
づ
く

技
術
開
発
を
建
設
技
術
研
究
開
発
助

成
制
度
を
活
用
し
て
実
施
。
４
月
に

ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
推
進
５
テ
ー
マ
に
つ
い

て
技
術
研
究
開
発
発
助
成
の
提
案
募

集
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在
採
択
課

題
の
選
定
中
。

10～

15提
案
の
採
択

を
見
込
ん
で
お
り
、
７
月
に
選
定
結

果
を
公
表
す
る
予
定
だ
。

　
公
募
テ
ー
マ
は
、
▽
３
次
元
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
た
新
た
な
建
設
手
法

の
開
発
▽
建
設
現
場
の
ヒ
ト
・
モ
ノ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な
ぐ
現
場
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
技
術
▽
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
等
の
開
発
▽
効
率
性
を
大
幅
に
向

上
さ
せ
る
維
持
管
理
・
更
新
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
技
術
▽
災
害
対
応

の
高
度
化
―
―
の
５
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。

　
３
次
元
デ
ー
タ
流
通
・
利
活
用
Ｗ

Ｇ
で
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
流
通
の

た
め
の
デ
ー
タ
標
準
や
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
化
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
利
活
用

環
境
の
整
備
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
を
図
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
利
活
用
ニ
ー
ズ
と
集
積
可
能
な

デ
ー
タ
を
見
極
め
た
上
で
、
集
積
・

利
活
用
ル
ー
ル
の
構
築
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
、
デ
ー
タ
共
有
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
を
目
指
す
。

　
２
～
３
月
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会

員
の
う
ち
３
次
元
デ
ー
タ
流
通
・
利

活
用
Ｗ
Ｇ
登
録
会
員
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
。
３
月
に
第
１
回
の
意
見
交
換

会
を
行
っ
て
い
る
。
６
～
７
月
に
か

け
て
デ
ー
タ
利
活
用
方
針
の
意
見
聴

取
を
進
め
、
今
夏
に
も
デ
ー
タ
利
活

用
方
針
を
策
定
す
る
運
び
だ
。

　
海
外
標
準
Ｗ
Ｇ
は
、
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ

の
国
際
標
準
化
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
な

ど
海
外
展
開
の
方
策
の
検
討
を
見
据

え
る
。
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
に
関
す
る
基
準

類
の
国
際
標
準
化
の
動
向
の
把
握
、

ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
で
構
築
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
発
注
方

式
、
検
査
方
式
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
の
検
討
を
図
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

海
外
展
開
に
つ
な
げ
る
。
国
内
で
の

技
術
開
発
・
導
入
な
ど
の
進
捗
、
成

果
を
見
極
め
た
上
で
本
格
的
な
検
討

に
着
手
す
る
方
針
だ
。

の
確
認
ニ
ー
ズ
、
現
場
～
事
務
所
で

簡
易
に
映
像
協
議
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

/地
形
、
構
造
物
、
作
業
員
を
識

別
す
る
技
術

/

　
▽
Ａ
Ｌ
Ｒ
（
All

LineRecogniz

er）
に
よ
る
工
程
で
の
不
具
合
検
知

(リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）＝
坑
内
の
作
業

員
、
重
機
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応

　

/デ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
等
の
標
準

化

/

　
▽
３
Ｄ
／
２
Ｄ
図
面
、
技
術
文
書

統
合
管
理
シ
ス
テ
ム「

NaviPortal」

に
よ
る
検
査
デ
ー
タ
解
析
、
な
ら
び

に
検
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
（
原
子

燃
料
工
業
）
＝
水
門
の
構
造
物
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
技
術
ニ
ー
ズ
に
対
応
▽
高

精
度
の
地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
を
利

用
し
た
土
木
構
造
物
の
変
化
把
握

（
八
州
）
＝
排
水
機
場
・
水
門
の
構

造
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
ニ
ー
ズ
に

対
応

　

/遠
隔
地
か
ら
の
状
況
把
握

/

　
▽
遠
隔
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
遠
隔
Ｃ
Ａ
Ｄ
共
有
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
パ
イ
オ
ニ
ア
Ｖ
Ｃ
）

＝
工
事
現
場
の
可
視
化
と
遠
隔
地
で

（
東
電
設
計
）
＝
施
工
者
、
発
注
者

が
設
計
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
る
ビ
ュ

ー
ワ
が
欲
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
▽
Ｃ

Ｉ
Ｍ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

(伊
藤
忠
テ
ク
ノ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
＝
同

　
こ
の
ほ
か
、そ
の
他
の
シ
ー
ズ
は
、

▽
交
通
規
制
を
す
る
こ
と
な
く
道
路

周
辺
の
３
６
０
度
画
像
お
よ
び
３
Ｄ

点
群
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
技
術
（
ト

プ
コ
ン
▽
自
動
車
計
測
技
術
の
土
木

建
設
業
へ
の
応
用
事
例
（
曙
ブ
レ
ー

キ
工
業
）
▽
機
械
設
備
に
お
い
て
、

速
度
Ｒ
Ｍ
Ｓ
、
音
圧
・
温
度
を
一
定

間
隔
に
測
定
し
、
状
態
を
遠
隔
監
視

　

/画
像
解
析
技
術

/

　
▽
水
中
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る

水
中
構
造
物
の
形
状
把
握
、
維
持
管

理
・
点
検
技
術
（
い
で
あ
）
＝
河
川

を
撮
影
す
る
だ
け
で
、
断
面
図
、
流

量
、
流
速
を
把
握
し
た
い
ニ
ー
ズ
に

対
応
▽
画
像
・
映
像
の
高
度
解
析
技

術
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
）

＝
広
大
な
流
域
・
山
間
地
域
に
お
け

る
地
形
変
化
把
握
ニ
ー
ズ
に
対
応

　
/構

造
物
点
検
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
/

　
▽
Ａ
Ｅ
セ
ン
サ
を
用
い
た
打
音
現

場
検
査
装
置
と
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー

３次元データ利活用促進

今夏利活用方針策定

技
術

開
発
・
導

入

マ
ッ

チ
ン

グ
始

動
、直

轄
試

行
も


